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井上動・堀口健雄:微細藻類ノート (6). Pyra-

mimonas aff. amylifeγa CONRAD (プラシノ藻)Isao 

INOUYE and Takeo HORIGUCHI: Notes on micro-
algae in ]apan (6). Pyramimonas aff. amylifera 

CONRAD (Prasinophyceae). 
Pyγamimonas amylifeγa CONRAD (1939)は電子

顕微鏡レベノレの研究も MANTON (1969)や PENNIK

(1978)により行われており，本属の中で最もよく調

べられている種の一つである。わが国でも，光学顕微

鏡でこの種と同定できる藻が広範囲にわたって見つか

る (1玄11)。この務は区12に示す形態で，大きさは
13.5 -20.5 x 11.0 -15.0μmで， 前端から後背.fijにかけ

て81聞の稜線がある。特に この稜線は前端部で明|僚
で，正面花見は丸みをおびた八角形を呈する。鞭毛は8

木(まれに4木または16木)で，前:fr1(ijの鞭毛溝から放

射状にのびる。業緑体はー{回あり，細胞前端では8枚
のj十楽に分れる。 ピレノ イト は後端にあるが， ピレノ

イドデンプンは光顕で‘は顕著ではなし、。限点は l個で

細胞の前端寄りにあるo 運動は Pyramimonas特有

ともいうべきもので， 唐突に停止したり泳いだりす

る。しばしばスライドまたはカパーグラスに鞭毛で付

1守するので正面観の観察は容易である(図3)。筆者
らは日木各地からこの P.amylifeγGと同定される藻

を採集し，この属の種の特徴のーっとされる鱗片構造

の観察を行った。その結果この務の体表外層鱗片は中

央に突起のある総状のもの(図4，5)で，ヨーロ ッパ

産 P.amyliferaの冠状のそれとは著しく異なってい

ることが明らかになった。しかし中層鱗片 (1玄14，5)

については両者の間には差異は認められなし、。日本産

の藻と同じ鱗片をもっ藻は北米および南アフリカでも

採集されており (R.E.NORRIS，およびR.N.PIENAAR 

私信)， この藻の分布域の広いことが推定される。 な

お， P ARKE and GREEN (1976 in P ARKE and DIXON) 

によると， BUTCHER (1959)が記載した Asteromonas
Fγopulsa (= A. Pγopulsum)は P.amyliferaのシ
ノニムであるという。

最近， PENNICK et al. (1978)が Pyramimonas

orientalis :nlで明らかにして以来， 光顕レベノレで同
種とされながら，鱗j十の形態に差異のあるものが

Pyγamimonasには，知られており，このような藻に

は館小名の前に affinis(=aff.)を付加して表記する

のが的習化されている(例えば MANTONet al. 1963， 
NORRIS and PIEI、IAAR1978)。 ここでの表記法はそ

れらに従った。 このような藻の分類上の取り扱いは今

後の諜fi1!iである。
Pyγamimoas aff. amyliferaはわが国の河口や港

湾、域でごく普通にみられる。安達 (1972)が記録した
Asteγomonas tげopulsumはおそらく同じ藻であり，
赤潮を形成することが知られている。 このìW~の分離 ・
培養は極めて容易であるが，増殖が最大に達すると急

激に死滅する傾向があるので藻株の維持には注意を要

する。
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